
」avaフ ログラミング I

1 今日の講鶴で学lSi内容
。2次元配列とその使い方

・不規貝」な 2次元配列

・ .length修飾子

2次元配列

1  1  2次元配列     |

配列要素が直線的に並ぶ配列です

次のように考えると分かりやすいでしよう

配列要素が平面的に並ぶ配列です

次のように考えると分かりやすいでしょう

ヽ

・

ｊｌ

爆塞皇]R鯰曇炒予盤…

2次元配列の利用手順
 0宣

言 う

〇

確保 → 配列要素

砥ゝ 禾」用手順は■次元配前の場合と同様です

コード例 l int[H]ィ
fン

移 括弧 []の 数が配列の次元を表 します

たとえば、int[H]り
,γ

3は int型の 3次元配列型の変数

… ■/8 -

惨聾 興 」のことり 列れヽ はす

2次元配列の利用

岬
竜聾墜肇型劃

・
列の添え宇]メ 0メ

9添 え字は、1次元の配列と同様に0から始まることに注意しましょう

例えば、4行 5列の配列要素をもつ2次元配列の場合は次のようにして添え字を指定します

2次元配列

θ～ク
配列変数の宣言

型と識別子を指定して次のように行います

国 臓別司[l[1;_>フ

配列要素への値の代入は、各配列要素を参照して次のように行います

int[][] ary;

ary = new int[2][3];

ary[0][■ 1 = ■j

(配列変数)aryを宣言します

root
Approved



ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample■ 1_1.java

き〔@to の 、0105

9括 弧{}が入れ子になつていることに注意しましょう

ソースコード例

ソースフアイル名 :Samplell_2.java

//配 ,」 を用いて 3人の学生 (3

class Samplell_1

{

0の 2科目の点数
v」理を製嗚

ク  /

public static void main(String[] args)

( 3イ 5
//配 ,J変 数の宣言

int[H]test;//int test[][];と も記述可能

//配列要素の確保

test = new int[3][2];

//酉己列変数の宣言と配列要素の確保は同時に記述可

// int test[][]= neW int[3][2];

// int[][]tOSt = new int[3][2];

//各配列要素へ値を代入

//添え字は 0か ら 要素数-1まで !!

teSt[0][0]=80;  test[0][1]■ 50;

teSt[1][0]=60;  teSt[1][1]=75;

test[2][0]=22;  test[2][1]=90j

//各配列要素を順番に出力

fOr(int i=oj iく 31 iキ+)

(31計
雛I]蜆曹驚 妥聯 u

}                 /へ 、/、ノ̂ツヘノ
科目 2:“ +te=[i][1]);

/⌒ν/●/■/ハン

2次元配列の初期化は、配列変数の宣雷時に次のように行います
指定する値が指定する行と列に代入さ

国 臓月堕1][]イ傾 五 列 ,0行 ■列,(),m,1行 ■列 ,

国 []∫ )臓別調 ={{o行 0列 , 0行 1列 ,…},{1行 0列 , 1行 1列 ,…},… };

main(String[]

//2次元lla列の初期イヒ

"WI雲

盲1豫轟藉課畔零P話 }

//各酔 」要素を順番に出力
fOr(int i=o; iく 3; iキ+)

{

System.out.println(i+"番 目の学生 :")j

System.out.println(“ 科目 1:"+test[i][0]・ "Yt科 目 2:・ +test[i][■ ])j

}              
一

‐一       ―一一――――

実行画面

0番目の学生の得点 :

科目1:80  科目2:50

1番目の学生の得点 :

科目1160  科目2:75

2番目の学生の得点 :

科目1:22   科目2:90

実行画面

0番目の学生 :

科目 1:80   科目 2:50

1番目の学生 :

科目 1:60   科目 2:75

2番目の学生 :

科目 1122   科目 2:90
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惨 配列の初期化では配列要素の数を指定しません

配列要素の数は{}の入れ子や値の列より自動的に計算されます

|    ‐    不規則な 2次元配列

不規貝」な 2次元配列の作り方                      1

¨ 憾 動

配列の初期化を利用して作成する方法

ソースコード例

ソースファイル名 :Samplell_3.java

数
　
　
　
数

¨
¨
徴輌

のめ

綺　　中　　̈
¨

数

　

ｌｅ
　
　
ｌｅ
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ｋ

の

)宰∫⊇
7

ご

実行画面

0行日の要素数は 3で、806022で す

1行日の要素数は 2で、5075で す

2行日の要素数は 4で、72337563で す

3次元配列の場合 : o配列変期.length   行数

ol配列変到 [ユ].length  第 1行の列数

o配列変釧[iIJl.length tt i tt j列 の高さ

堰ゝ 4次元以降も同様です

ソースコード例

ソースフアイル名 :Samplell_4.java

実行画面

配列要素の数は 4です。

//不規貝」な 2次元配列で初期化する
class Samplell_3

{

//2次元酉己

'」

の初期イヒ

int[][]test=((80, 60, 22),(50, 75},(72, 33, 75, 63)};ヽ
   

…

― /´´
― υ″ヘ 

ー
/―

//各 行の 列 数 と要 素 を順 番 に 出 力 します

`:織

lザニ行

の列数を値としてもちます (.lengthの 詳細は次急D

{

配列の初期イしによる不規則な配列

配列の列万向の配列要素を指定す

る内倶」の括弧{}内で列挙する値の

個数を変えてやればよいです

teSt[i].length

teSt[i]・ lengthは行方向の添え字

iで指定される行の列数を表 します

(.length修 飾子の詳細は次節で)

// .length修飾子
class Sample■ 1.4

(

public static void main(String[] args)

{

//配
'」

の初期化
int test[]={72,31,75,63};

古く't

ヽ

一 7)
Systtt Ю止

“

瞳Щ Ⅷ 列蘇 轍 は'中 です。つ;

タ
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配列変数の資言と配列要素の確保の利用手順にしたがい作成する方法

ソースコード例
ソースフアイル名 :Sample■ ■_5.java            、ぃ.

参考 :例題 Sample■1_5の変数の振る舞いは図的に次のように理解できます

int[]test[]j〃 int型の配列型の配列型の変数 (配列変数)

型の酉己列型の変数を 3つ確保

t[3];〃 int型の変数を 3つ確保

t[2]j//int型 の変数を 2つ確保

test[2]=neW int[4];//int型 の変数を4つ確保

今日の構曇のまとめ ―|
。1次元配列は配列要素が直線的に並ぶ配列のことです。2次元配列は配列要素が平面的に並
ぶ配列のことです。一般に、2次元以上の配列を多次元配列といいます。

・2次元配列の配列要素を指定するとき、行方向と列方向の2つの添え字が必要です。

。2次元配列の初期化は、行単位で値を列挙することにより行います。

・各行の列数が異なる不規貝」な2次元配列を作成することができます。

・ 峰ngth l多 飾子を用いることにより、配列要素の数を知ることができます。

//不規貝」な 2次元配列を宣言する

class Sample■ 1_5

{ γbサ聰littilEIP
/′メくt型の配列型の配列型の変数 (配列変

“

→

旺り
'オ

些
//下記と同じ意味である

//int test[][];

//int[][]teStj

//int型の配列型の変数 〈配列変数)

は =咄
/

を 3つ確保する

1釘 ^l攻i

ml'

2次元 配 列 は 完成

メ
印

//各配,」 変数に int型 の変数をそれぞれの個数だけ確保 して

灘:]珍 #罐饉]曇曇慶:

//各行の列数 (.lengthの詳細は前節)と 要素を順番に出力

Ci粥鮮1馘翫輻17基り

実行画面

配列の行数は 3であり、

0行日の配列要素は 3です

■行日の配列要素は 2です

2行日の配列要素は 4です

術 )で )


